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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』（  ）一〇

　

前
号
で
は
、
東
堀
留
川
と
そ
の
橋
を
考

察
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
東
堀
留
川
の
河

岸
地
＝
東ひ
が
し

萬よ
ろ
ず

河が

岸し

と
西に
し

萬よ
ろ
ず

河が

岸し

を
見
て

み
ま
す
。

◇
東
堀
留
川
（
堀
江
町
入
堀
）
の
河
岸

　

東
堀
留
川
の
東
側
の
河
岸
地
が
東
萬
河

岸
、
西
側
の
河
岸
地
は
西
萬
河
岸
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
堀
江
町
よ
り
新
材
木
町

へ
萬
よ
ろ
ず
橋ば
し
が
架
か
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、東
・

西
の
萬
河
岸
の
名
称
が
付
き
ま
し
た
。

　

入
堀
が
行
き
止
ま
り
に
な
っ
た
場
所
の

地
先
が
堀
留
町
二
丁
目
。
東
岸
沿
い
の
東

萬
河
岸
に
新し
ん

材ざ
い

木も
く

町ち
ょ
う、

葺ふ
き

屋や

町ち
ょ
う、

堀ほ
り

江え

六ろ
っ

軒け
ん

町ち
ょ
う、

甚じ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

町ち
ょ
う

、
小
網
町
一
丁
目
横よ
こ

町ち
ょ
う

、
小
網
町
二
丁
目
と
南
に
続
き
ま
す
。

現
在
の
町
名
で
は
日
本
橋
堀
留
町
一
丁
目

２
・
１
番
、
同
人
形
町
三
丁
目
１
番
、
同

小
網
町
16
番
辺
り
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
西
岸
の
西
萬
河
岸
に
は
堀
江
町

一
～
四
丁
目
、
小
網
町
一
丁
目
と
南
に
続

い
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
町
名
で
は
日
本

橋
小
舟
町
13
・
14
・
15
、
17
・
18
番
辺
り

に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
両
河
岸
の
跡
に
は
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
、
水
路
の

名
残
や
河
岸
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
東
萬
河
岸

　

東
萬
河
岸
の
一
部
に
は
、「
多た

葉ば

粉こ

河

岸
」
や
「
お
万ま

ん

河
岸
」、「
芳
町
河
岸
」
な

ど
の
俗
称
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
一
二
月
二

一
日
に
、
親お
や

父じ

橋
よ
り
以
北
、
堀
留
ま
で

の
河
岸
地
（
東
岸
）
に
東
萬
河
岸
と
正
式

名
称
が
付
き
ま
し
た
。
ま
た
翌
一
一
年
五

月
七
日
に
は
、
河
岸
地
の
範
囲
が
拡
が
っ『東京市日本橋区全図（明治44年）』東京逓信管理局編さん
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て
「
親
父
橋
よ
り
南
の
小
網
町
二
丁
目

角
稲
荷
社
ま
で
河
岸
地
」
が
東
萬
河
岸

と
な
り
ま
し
た
（『
東
京
市
史
稿
・
市
街

篇
』）。

　
「
河
岸
地
名
称
表
」（『
日
本
橋
区
史
』）

に
東
萬
河
岸
と
し
て
、
河
岸
番
号
一
・

二
号
は
所
在
地
が
「
小
網
町
二
丁
目
一

番
地
先
」、
同
三
～
一
〇
号
は
「
小
網
仲

町
二
乃
至
七
番
地
先
」、同
一
一
乃
至
一

四
号
は
「
新
葭
町
一
乃
至
二
番
地
先
」、

同
二
五
号
乃
至
二
一
号
は
「
芳
町
一
番

地
先
」、
同
二
二
号
乃
至
三
二
号
は
「
葺

屋
町
一
・
八
・
九
番
地
先
」、
同
三
三
号

乃
至
七
一
号
は
「
新
材
木
町
一
乃
至
一

九
番
地
先
」と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て『
新

修
日
本
橋
区
史
』で
は
、東
萬
河
岸「
新

材
木
町
（
現
在
の
堀
留
町
一
丁
目
の
一

部
）の
東
堀
留
川
に
面
し
た
河
岸
の
名
」

と
し
て
い
ま
す
。

○
新
材
木
町

　

入
堀
の
東
岸
に
沿
っ
て
南
北
に
延
び

る
片
側
町
。
現
在
の
日
本
橋
堀
留
町
一

丁
目
と
同
人
形
町
三
丁
目
の
一
部
に
あ

た
り
ま
す
。
町
内
の
一
部
は
「
多
葉
粉

河
岸
」
と
も
俗
称
さ
れ
、『
東
京
府
誌
』

（
明
治
一
一
年
刊
、
以
下
『
府
誌
』
と
し

ま
す
）
に
「
入
堀
の
上
を
称
す
。
江
戸

図
説
に
烟え
ん

葉
を
輸
送
す
る
船
の
往
来
す

る
に
因
る
と
云
う
」
と
あ
り
ま
す
。
ま

た
「
お
万
河
岸
」
の
俗
称
に
つ
い
て
、

『
中
央
区
三
十
年
史
』
に
は
「
こ
の
辺
は

紀
州
頼
宣
の
生
母
お
万
の
方
（
家
康
の

妾め
か
け

蔭か
げ

山や
ま

氏
）
の
化
粧
料
と
し
て
付
与
さ

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
唱
え
た
と
い
う
説
も

あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
材
木
町
は
、
古
く
は
「
芝
原
宿
」

と
称
す
る
村
落
だ
っ
た
と
伝
え
、
元
和

年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）
以
降
、
江

戸
市
中
の
建
築
資
材
を
扱
う
材
木
商
が

多
く
居
住
す
る
こ
と
か
ら
、
町
名
が
付

き
ま
し
た
。
こ
の
町
に
椙
す
ぎ
の
も
り森

稲
荷
神
社

が
あ
り
、
昔
は
杉
の
木
立
が
深
い
場
所

だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。明
治
五（
一

八
七
二
）
年
に
社
地
を
合
わ
せ
て
新
材

木
町
と
し
ま
し
た
。

　
『
新し
ん

撰せ
ん

東と
う

京き
ょ
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』（
明
治
三
三

年
刊
）
に
「
往
古
芝
原
宿
と
云
ひ
し
を
、

後
に
水
揚
場
に
近
き
を
以
て
、
材
木
商

多
く
居
住
せ
し
に
依
り
、
遂
に
町
名
と

と
な
る
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
承じ
ょ
う応お
う

江
戸
絵
図
』
に
「
さ
い
も
く
丁
」、『
寛か
ん

文ぶ
ん

新
板
江
戸
絵
図
』
に
は
「
新
さ
い
も

く
丁
」
と
あ
り
ま
す
。

　
『
江え

戸ど

買か
い

物も
の

独ひ
と
り

案あ
ん

内な
い

』（
文
政
七
年

刊
）
に
綿
打
道
具
問
屋
の
醒
井
屋
、
紙

問
屋
の
相
模
屋
、
御
乗
物
師
村
山
吉
右

衛
門
な
ど
の
名
前
が
あ
り
、『
諸し
ょ

問と
ん

屋や

名

前
帳
』（
嘉
永
四
年
刊
、
以
下
『
名
前

帳
』
と
し
ま
す
）
に
問
屋
数
は
一
六
軒
。

竹
木
炭
薪
問
屋
二
軒
・
炭
薪
仲
買
が
九

軒
あ
り
、
他
に
舂
米
屋
四
軒
、
地
掛
蝋

燭
屋
が
一
軒
。
炭
薪
関
連
の
問
屋
が
一

一
軒
と
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
に
は
、
西
洋

織
物
商
の
杉
村
甚
兵
衛
、
染そ
め

絹ぎ
ぬ

太ふ
と

織お
り

問ど
ん

屋や

の
中
島
伊
平
支
店
、東
京
毛
糸
商
店
、

呉
服
商
の
松
坂
屋
、西
山
喜
兵
衛
支
店
、

舶
来
織
物
商
の
毛も

斯す

綸り
ん

商し
ょ
う

店て
ん

、
綿
糸
営

業
の
富
坂
興
八
、
染
革
袋
物
卸
商
の
中

屋
、
運
送
業
の
北
上
㈱
東
京
支
店
、
鉄

道
積
運
送
業
の
開
送
組
支
店
、
貸
席
業

の
玉
屋
、
旅
人
宿
の
池
田
新
八
な
ど
の

名
前
が
見
え
、
明
治
期
に
は
業
種
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

新
材
木
町
（
東
萬
河
岸
の
一
部
を
含

む
）
の
一
円
は
、
関
東
大
震
災
後
の
帝

都
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
七
（
一
九

三
二
）
年
一
二
月
一
日
に
堀
留
町
一
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
葺
屋
町

　

入
堀
に
沿
っ
て
、
北
は
新
材
木
町
、

南
は
堀
江
六
軒
町
へ
と
続
き
、
現
在
の

日
本
橋
人
形
町
三
丁
目
の
一
部
に
あ
た

り
ま
す
。『
日
本
橋
区
史
』
に
「
も
と
沼

地
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
塡て
ん

築ち
く

せ
し
所
な

り
。
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
、
始
め

て
市
店
を
開
き
町
名
を
加
ふ
。
当
時
家

根
葺
工
多
く
住
せ
し
に
よ
る
と
い
う
」

と
あ
り
ま
す
。
最
初
は
上か
み

堺さ
か
い

町ち
ょ
う

と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
万
治
元
（
一
六
五

八
）
年
に
葺
屋
町
に
改
称
（『
寛
文
新
板

江
戸
絵
図
』
に
も
「
ふ
き
や
丁
」
と
記

載
）。

　
『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
年
刊
）
で

は「
こ
の
地
も
慶
長
年
中
の
開
創
な
り
。

寛
永
年
中
よ
り
こ
の
地
に
市
村
座
の
劇

場
あ
り
。天
保
年
中
猿
若
町
へ
移
さ
る
。

西
の
方
、
親
慈
橋
の
堀
に
接
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

葺
屋
町
は
堺
町
と
と
も
に
江
戸
の
芝

居
街
で
、
歌
舞
伎
や
人
形
芝
居
・
見
世

物
、
芝
居
茶
屋
が
連
な
る
一
大
歓
楽
街

で
、
暮く
れ

踏ぶ
み

町
と
も
俗
称
。
北
側
の
横
町

に
は
市
村
座
や
中
村
座
の
楽
屋
が
あ

り
、
楽が
く

屋や

新
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

葺
屋
町
河
岸
に
面
し
て
、
煮
売
屋
・
う

ど
ん
屋
・
け
ん
ど
ん
（
う
ど
ん
・
飯
・

酒
な
ど
を
一
杯
ず
つ
盛
切
に
し
た
も

の
）
屋
・
酒
屋
・
菓
子
屋
な
ど
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。

　

天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
に
中
村

座
の
楽
屋
か
ら
出
火
し
、
翌
年
に
は
芝

居
小
屋
が
浅
草
猿
若
町
に
移
転
。
同
時

に
、
多
く
の
商
店
も
移
転
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
跡
地
は
上
納
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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『
名
前
帳
』に
問
屋
数
は
八
軒
。
舂
米

屋
・
番
組
人
宿
各
二
軒
、
薪
炭
仲
買
・

紺
屋
・
版
木
屋
・
六
組
飛
脚
屋
各
一
軒

と
あ
り
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
太
物
並
毛

織
物
問
屋
の
蔵
田
音
吉
、
毛
糸
縞
物
メ

リ
ヤ
ス
製
造
販
売
の
石
井
商
店
、
各
国

毛
織
物
・
肩
掛
フ
マ
　
マ

ラ
子
ル
・
セ
ル
地
・

ト
ン
ビ
・
吾
妻
コ
ー
ト
商
の
西
川
商
店
、

絹
綿
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
問
屋
の
中
西
儀
兵

衛
、
呉
服
商
・
屋
号
丸
太
の
柴
田
源
七

支
店
、
文
七
元
結
・
水
引
・
燐ま
っ
ち寸

・
小

間
物
商
の
桔
梗
屋
、
鼈
甲
珊
瑚
珠
商
の

小
川
専
助
、
東
京
綿
糸
合
資
会
社
、
内

外
果
物
凍
氷
販
売
の
千
疋
屋
、
魚
問
屋

の
鈴
木
留
次
郎
、
時
計
商
の
池
田
屋
、

廻
漕
業
の
岡
田
屋
、
印
刷
業
の
山
崎
重

一
、
煙
草
仲
買
の
瀧
澤
萬
次
郎
、
貸
金

業
の
共
通
商
会
、
旅
人
宿
の
平
山
春
、

寄
席
・
営
業
主
笠
倉
某
の
大
ろ
じ
亭
、

柔
術
道
場
の
精
武
館
な
ど
の
名
前
が
あ

り
、
明
治
期
に
は
繊
維
関
係
以
外
の
業

種
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

葺
屋
町（
東
萬
河
岸
の
一
部
を
含
む
）

の
北
の
一
部
一
五
番
地
は
、
関
東
大
震

災
後
の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和

七
（
一
九
三
二
）
年
一
二
月
一
日
に
堀

留
町
一
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
堀
江
六
軒
町

　

葺
屋
町
の
南
あ
り
、
南
に
甚
左
衛
門

町
に
接
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
橋

人
形
町
一
・
同
三
丁
目
の
一
部
に
あ
た

り
ま
す
。『
中
央
区
三
十
年
史
』
に
「
元

和
の
頃
に
、
堀
江
某
が
沼
沢
地
を
拓
い

て
町
に
し
た
所
」、『
続ぞ
く

江え

戸ど

砂す
な

子こ

』
に

は
「
葭よ
し

町ち
ょ
う

と
俗
称
さ
れ
た
」
と
も
あ
り

ま
す
。
当
初
は
武
家
地
で
、『
承
応
江
戸

絵
図
』
に
「
中
根
く
ら
や
し
き
」、『
新

添
江
戸
之
図
』（
明
暦
三
年
）
に
は
「
中

根
壱
岐
」
と
あ
り
、『
寛
文
新
板
江
戸
絵

図
』
で
「
六
間
丁
」
と
町
名
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』に
蝋
問
屋
の
葭

屋
、
水
油
仲
買
の
葭
野
屋
、
錦
絵
・
草

子
問
屋
の
山
本
平
吉
、
唐
和
・
砂
糖
漬

の
佐
賀
屋
、
紫し

蘇そ

酒
江
戸
売
弘
所
石
井

安
兵
衛
な
ど
の
名
が
見
え
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
問
屋
数
は
一
一
軒
。

地
廻
り
米
穀
問
屋
一
軒
・
脇
店
八
カ
所

組
問
屋
一
軒
・
舂
米
屋
二
軒
と
米
関
係

が
合
計
四
軒
で
、
他
に
乾
物
問
屋
・
炭

薪
仲
買
・
両
替
商
・
水
油
仲
買
・
下
り

蝋
燭
問
屋
・
地
本
双
紙
問
屋
・
そ
の
他

が
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　

堀
江
六
軒
町
は
、
明
治
二
（
一
八
六

九
）
年
に
甚
左
衛
門
町
と
合
併
し
て
新し
ん

葭よ
し

町ち
ょ
う

に
な
り
ま
し
た
。

○
甚
左
衛
門
町

　

堀
江
六
軒
町
の
南
に
あ
り
、
西
は
入

堀
東
岸
と
小
網
町
一
丁
目
横
町
、
南
は

姫
路
藩
酒
井
氏
中
屋
敷
に
接
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
日
本
橋
小
網
町
・
同
人
形

町
一
丁
目
の
一
部
に
あ
た
り
ま
す
。

　

甚
左
衛
門
町
の
町
名
は
、
甚
右
衛
門

町
と
も
呼
ば
れ
、
吉
原
の
創
始
者
、
庄

司
甚
左
衛
門
（
甚
右
衛
門
と
も
云
う
）

の
居
宅
が
あ
っ
た
か
ら
と
伝
え
て
い
ま

す
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』
に
「
ち
ん
左
衛
門

丁
」、『
承
応
江
戸
絵
図
』
に
は
「
ち
ん

さ
え
も
ん
丁
」、
そ
し
て
『
新
添
江
戸
之

図
』
で
は
「
甚
左
衛
門
丁
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。『
名
前
帳
』
に
問
屋
数
は
七

軒
。
炭
薪
仲
買
四
軒
、
舂
米
屋
・
住
吉

組
荒
物
問
屋
・
六
番
飛
脚
屋
が
各
一
軒

と
あ
り
ま
す
。

　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
堀
江
六

軒
町
の
一
部
を
併
せ
て
新
葭
町
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
西
側
の
東
堀
留
川
に

面
す
る
河
岸
地
は
、
俗
に
「
芳
町
河
岸
」

（
芳
町
二
丁
目
５
番
地
、
現
・
日
本
橋
人

形
町
三
丁
目
１
番
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
土
浦
五

十
銀
行
東
京
支
店
、
雇
人
口
入
業
の
千

束
屋
、
紙
商
の
内
田
金
六
、
煮
豆
佃
煮

商
の
寶
来
屋
、
袋
物
商
の
大
和
屋
、
印

半
天
・
手
拭
・
風
呂
敷
太
物
商
の
長
谷

川
半
七
、
煉ね
り

油あ
ぶ
ら白
粉
小
間
物
商
の
よ
し

や
、
酒
醤
油
商
の
森
本
芳
兵
衛
、
内
国

製
敷
物
一
切
堺
緞
通
問
屋
の
日
高
屋
、

料
理
店
の
百
尺
、
旅
人
宿
の
上
總
屋
な

ど
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　

甚
左
衛
門
町
は
、
明
治
二
（
一
八
六

九
）
年
に
堀
江
六
軒
町
と
合
併
し
て
新

葭
町
に
。
そ
し
て
新
葭
町
の
西
一
部
１

番
地
、
18
～
20
番
地
の
２
（
東
萬
河
岸

の
一
部
を
含
む
）
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、昭
和
八（
一

九
三
三
）
年
二
月
一
日
に
小
網
町
二
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
小
網
町
一
丁
目
横
町

　

入
堀
の
東
岸
に
沿
っ
て
南
北
に
続

き
、
北
・
東
側
甚
左
衛
門
町
に
接
し
、

横よ
こ

店だ
な

の
俗
称
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

日
本
橋
小
網
町
の
一
部
に
あ
た
り
ま

す
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
小
網

町
仲
町
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
（
そ
の
後

明
治
四
四
年
五
月
に
小
網
仲
町
に
改

称
）。

　
『
名
前
帳
』
に
問
屋
数
は
三
軒
で
、
舂

米
屋
・
炭
薪
仲
買
・
版
木
屋
が
各
一
軒

と
あ
り
ま
す
。『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』

に
は
小
マ
　
マ

網
町
仲
町
と
し
て
「
小
網
町
一

丁
目
の
飛
地
な
り
し
を
。
明
治
五
年
新

に
此
町
名
を
附
せ
り
。
江
戸
切
絵
図
に
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は
小
網
町
一
丁
目
横
町
と
し
る
せ
り
」

と
し
、絵
具
染
料
其
外
の
阿
波
屋
、蒟こ
ん
に
ゃ
く蒻

粉
商
の
川
口
惣
蔵
の
名
前
が
見
え
ま

す
。

　

小
網
仲
町
の
一
円
は
、
関
東
大
震
災

後
の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
八

（
一
九
三
三
）年
二
月
一
日
に
小
網
町
二

丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

◇
西
萬
河
岸

　

堀
江
町
入
堀
の
西
側
、
堀
江
町
一
丁

目
か
ら
同
四
丁
目
と
南
に
続
き
ま
す
。

萬
橋
の
西
に
あ
る
河
岸
地
な
の
で
、
西

萬
河
岸
の
名
称
が
付
き
ま
し
た
。『
新
撰

東
京
名
所
図
会
』
に
「
東
は
西
萬
河
岸

を
控
え
て
水
運
の
便
あ
り
」
と
あ
る
通

り
、
堀
江
町
は
伊
勢
町
や
小
舟
町
と
と

も
に
※
八
町
米
河
岸（
河
岸
八
町
米
商
）

と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
市
中
で
消
費
さ
れ

る
諸
物
資
が
陸
揚
げ
さ
れ
る
中
心
的
な

河
岸
の
町
で
し
た
。

　

※�

八
町
米
河
岸
（
河
岸
八
町
米
商
）

享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
に
、

江
戸
に
於
け
る
武
家
払
下
米
（
武

家
及
び
関
係
農
民
の
米
穀
）
の
売

却
に
関
し
て
の
取
り
扱
い
を
河
岸

八
町
の
米
商
に
限
る
と
し
た
。
本

船
町
表
河
岸
（
南
河
岸
通
り
）、
同

長
屋
（
東
向
角
の
所
）、
同
七
軒
町

（
右
角
の
次
、
北
の
方
）、
伊
勢
町

上
町
、
同
下
町
、
小
網
町
、
小
舟

町
、
堀
江
町
の
八
町
と
な
っ
て
い

る
。

　

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
一
二
月

二
一
日
に
、「
親
父
橋
よ
り
北
の
堀
留
ま

で
の
河
岸
地
、
西
岸
が
西
萬
河
岸
」
と

正
式
名
称
が
付
き
、
ま
た
翌
一
一
年
五

月
七
日
に
は
、
河
岸
地
の
範
囲
が
拡
が

っ
て
「
親
父
橋
よ
り
以
南
思
案
橋
ま
で

河
岸
地
」
が
西
萬
河
岸
と
な
り
ま
し
た

（『
東
京
市
史
稿
・
市
街
篇
』）。

　
『
日
本
橋
区
史
』
の
「
河
岸
地
名
称

表
」
に
は
、
西
萬
河
岸
と
し
て
、「
河
岸

番
号
一
号
乃
至
七
号
は
所
在
地
が
堀
江

町
四
丁
目
一
乃
至
四
番
地
先
、
同
八
号

乃
至
一
八
号
は
同
堀
江
町
三
丁
目
一
乃

至
一
〇
番
地
先
、
同
一
九
乃
至
三
四
号

は
同
堀
江
町
二
丁
目
乃
至
一
〇
番
地

先
、
同
三
五
号
乃
至
四
九
号
は
同
堀
江

町
一
丁
目
一
乃
至
九
番
地
先
、
同
五
〇

号
乃
至
五
二
号
は
同
堀
留
町
一
丁
目

四
・
五
番
地
先
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た

河
岸
地
面
積
は
、「
同
一
丁
目
は
五
〇
八

坪
九
八
、
同
二
丁
目
は
三
八
九
坪
四
、

同
三
丁
目
は
三
九
四
坪
八
七
、
同
四
丁

目
は
一
九
七
坪
二
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
堀
江
町
の
団う
ち

扇わ

河
岸

　

堀
江
町
に
は
、
伊
場
屋
仙
三
郎
（
一

丁
目
）、
遠
州
屋
又
兵
衛
（
二
丁
目
）
な

ど
一
五
軒
の
団
扇
問
屋
が
並
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
団
扇
河
岸
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　

団
扇
に
張
る
団
扇
絵
は
、
錦
絵
の
発

展
と
と
も
に
盛
ん
に
な
り
、
は
や
く
か

ら
木
版
画
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。天
明
・

寛
政
期
（
一
七
八
一
～
一
八
〇
一
年
）

以
後
、
絵
師
た
ち
が
盛
ん
に
筆
を
執
る

よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
団
扇
が
芝
居
と
結
び
つ
き
、
当

り
狂
言
を
団
扇
絵
に
し
た
こ
と
が
人
気

を
呼
び
、「
堀
江
町
春
狂
言
を
夏
見
せ

る
」
と
、
売
れ
行
き
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
狂
歌
師
や
俳
人
・
戯
作
者
た

ち
も
団
扇
に
賛
（
画
に
添
え
て
書
か
れ

た
文
）
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
芸

的
な
面
か
ら
も
人
気
を
呼
び
ま
す
。
江

戸
団
扇
は
、あ
づ
ま
団
扇
と
も
呼
ば
れ
、

堀
江
町
の
団
扇
問
屋
が
取
り
扱
っ
て
い

ま
し
た
。

　
『
江
戸
十
組
問
屋
便
覧
』（
文
化
一
〇

年
刊
、
以
下
『
便
覧
』
と
し
ま
す
）
に

団
扇
問
屋
数
は
一
三
軒
あ
り
、
そ
の
う

ち
区
内
の
問
屋
は
八
軒
。
ま
た
『
名
前

帳
』
に
問
屋
は
二
〇
軒
あ
り
、
堀
江
町

一
・
二
丁
目
（
西
萬
河
岸
）
に
一
一
軒

あ
り
ま
し
た
。
他
に
通
一
丁
目
・
同
四

丁
目
・
本
町
二
丁
目
・
元
四
日
市
町
（
四

日
市
河
岸
）
に
各
一
軒
、
あ
と
芝
三
嶋

町
（
現
港
区
）
三
軒
、
宇
田
川
町
（
現

港
区
）・
神
田
町
（
現
千
代
田
区
）
に
各

一
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
堀
江
町
一
丁
目

　

堀
江
町
は
、
入
堀
の
西
側
に
面
し
、

北
か
ら
南
へ
一
～
四
丁
目
が
並
ぶ
片
側

町
。
現
在
の
日
本
橋
小
舟
町
11
番
の
北

側
と
12
・
13
番
の
北
側
辺
り
に
な
り
ま

す
。

　
『
承
応
江
戸
絵
図
』
に
「
ほ
り
い
丁
」

と
あ
り
ま
す
。
町
名
の
由
来
は
、
徳
川

氏
の
入
国
後
、
当
地
を
漁
師
堀
江
六
郎

に
与
え
、
魚
類
の
供
進
役
を
命
じ
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
（『
日
本
橋
区
史
』）。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』に
畳
表
と
菅
笠

問
屋
が
多
く
、
清
水
屋
八
郎
右
衛
門
・

同
市
郎
兵
衛
は
両
業
種
、
下
り
笠
問
屋

の
花
沢
屋
・
松
田
屋
、
畳
表
問
屋
専
業

の
清
水
屋
九
兵
衛
・
名
張
屋
、
諸
国
茶

問
屋
の
小
津
屋
、
下
り
素
麵
問
屋
・
麻ま

苧ち
ょ

問
屋
の
森
田
屋
、
線
香
問
屋
の
伊
勢

屋
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
湯
浅
屋
な
ど

の
名
前
が
見
え
ま
す
。『
名
前
帳
』に
は

問
屋
数
は
二
一
軒
。
堀
留
組
畳
表
問
屋

六
軒
、
炭
薪
仲
買
三
軒
、
団
扇
問
屋
・

住
吉
組
荒
物
問
屋
が
各
二
軒
、
地
廻
米

穀
問
屋
・
脇
店
八
カ
所
組
米
屋
・
舂
米
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屋
が
各
一
軒
、
他
に
竹
木
炭
薪
問
屋
・

糖
問
屋
・
苫
問
屋
・
地
廻
水
油
問
屋
・

紙
煙
草
入
問
屋
が
各
一
軒
と
あ
り
ま

す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
に
畳
た
た
み

表お
も
て

花は
な

莚む
し
ろ鼻
緒
・
棕し
ゅ

梠ろ

縄
問
屋
の
大
和
屋
、
畳

表
蓙
類
傘
問
屋
の
金
松
、
畳
表
青
莚
花

蓙
西
洋
室
用
錦
花
蓙
縁
布
傘
類
商
の
丸

水
、
銅
鉄
物
問
屋
の
阿
波
屋
、
絵
具
染

料
問
屋
の
新
居
良
助
、
東
海
銀
行
、
岡

本
銀
行
、株
式
仲
買
の
西
村
覚
蔵
本
店
。

ま
た
一
丁
目
河
岸
に
運
送
業
の
槌つ
ち

勝か
つ

支

店
の
名
前
が
見
え
、
明
治
に
入
り
燃
料

や
米
穀
関
係
の
問
屋
の
名
前
が
消
え
、

新
た
に
銀
行
な
ど
の
金
融
関
係
の
名
前

が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

堀
江
町
一
丁
目
の
一
円
（
西
萬
河
岸

の
一
部
を
含
む
）
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、昭
和
七（
一

九
三
二
）
年
九
月
一
日
に
小
舟
町
二
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
堀
江
町
二
丁
目

　

堀
江
町
一
丁
目
の
南
に
続
き
ま
す
。

現
在
の
日
本
橋
小
舟
町
10
・
14
番
と
11

番
の
南
側
辺
り
に
な
り
ま
す
。『
江
戸
買

物
独
案
内
』
に
水
戸
産
物
・
煙
草
入
地

紙
問
屋
の
万
屋
、
菅
笠
問
屋
の
乾
屋
の

名
前
が
あ
り
ま
す
。『
名
前
帳
』に
は
問

屋
数
は
二
一
軒
で
、
そ
の
内
団
扇
問
屋

が
八
軒
あ
り
、
こ
の
町
の
河
岸
地
が
団

扇
河
岸
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
他
に
炭
薪
問
屋
四
軒
、
竹
木
炭
薪

問
屋
一
軒
、
下
り
米
問
屋
・
地
廻
米
穀

問
屋
・
脇
店
八
カ
所
組
米
屋
各
一
軒
、

舂
米
屋
二
軒
、
乾
物
問
屋
・
紺
屋
・
地

廻
水
油
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
団
扇
蜜

柑
商
の
大
和
屋
、
蜜
柑
団
扇
問
屋
の
小

山
半
五
郎
、
廻
漕
業
の
松
下
回
漕
店
出

張
所
・
高
松
福
太
郎
、
誂
あ
つ
ら
え
て
ぬ
ぐ
い

手
拭
木
綿
問

屋
郵
便
売
下
の
島
田
善
兵
衛
、
綿
糸
商

の
小
沢
佐
助
、
棉
花
商
の
藤
本
商
会
、

木
綿
金
巾
商
の
奥
井
商
店
、
砂
糖
商
の

竹
尾
商
店
、
清
酒
問
屋
の
中
井
支
店
の

名
前
が
あ
り
、
業
種
の
変
化
が
見
え
ま

す
。

　

堀
江
町
二
丁
目
の
南
半
、
９
～
18
番

地
（
西
萬
河
岸
の
一
部
を
含
む
）
は
、

関
東
大
震
災
後
の
帝
都
区
画
整
理
事
業

で
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
九
月
一

日
に
小
舟
町
一
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

○
堀
江
町
三
丁
目

　

堀
江
町
二
丁
目
の
南
に
続
き
ま
す
。

現
在
の
日
本
橋
小
舟
町
９
・
15
番
辺
り

に
な
り
ま
す
。
同
四
丁
目
と
の
間
の
通

り
は
、
俗
に
照て
り

降ふ
り

町
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。『
中
央
区
三
十
年
史
』
に
は
「
二

町
た
ら
ず
の
通
り
に
、
雪
駄
屋
と
下
駄

屋
が
軒
を
並
べ
て
い
た
の
で
照
降
町
の

俗
称
が
あ
っ
た
」
と
し
、「
宮
田
傘
履
物

店
は
同
業
の
草
分
け
と
も
い
う
べ
き

店
」「
其き

角か
く

の
門
人
、
俳
人
秋
し
ゅ
う

色し
き

女じ
ょ

は
、

照
降
町
お
伊
勢
屋
大だ
い

掾じ
ょ
うの
娘
。
翁
屋
の

煎
餅
は
『
江
戸
名
物
詩
』
に
も
唱
わ
れ
、

猿
を
看
板
に
出
し
た
楊
枝
屋
の
猿
屋
は

名
物
の
一
つ
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
、
下
り
塩
仲

買
問
屋
柏
屋
、
水
油
仲
買
の
富
田
屋
、

下
り
傘
問
屋
の
村
田
屋
、
雪
駄
傘
問
屋

の
松
屋
な
ど
の
名
前
が
見
え
ま
す
。『
名

前
帳
』
に
は
問
屋
数
は
二
〇
軒
。
下
り

米
問
屋
二
軒
・
関
東
米
穀
三
組
合
問
屋

一
軒
・
雑
穀
為
登
組
一
軒
・
舂
米
屋
二

軒
と
米
関
係
の
問
屋
が
合
計
六
軒
。
他

に
炭
薪
仲
買
四
軒
、
水
油
仲
買
三
軒
、

両
替
屋
二
軒
、
茶
問
屋
・
肴
問
屋
・
地

廻
水
油
・
住
吉
組
荒
物
問
屋
・
そ
の
他

が
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
運
送
業

の
山
田
金
太
郎
、
呉
服
商
の
池
田
屋
・

伊
勢
清
、
傘
・
蝋
燭
・
鼻
緒
・
草
履
・

荒
物
問
屋
・
マ
ッ
チ
製
造
及
販
売
の
木

本
兵
助
、
茶
商
の
豊
田
園
、
菓
子
商
の

清
寿
軒
、
旅
人
宿
の
大
阪
屋
な
ど
の
名

前
が
見
え
ま
す
。

　

堀
江
町
三
丁
目
（
西
萬
河
岸
の
一
部

を
含
む
）
の
一
円
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、昭
和
七（
一

九
三
二
）
年
九
月
一
日
に
小
舟
町
一
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
堀
江
町
四
丁
目

　

堀
江
町
三
丁
目
の
南
に
続
き
、
現
在

の
日
本
橋
小
網
町
17
・
18
番
辺
り
に
な

り
ま
す
。『
江
戸
買
物
独
案
内
』に
は
草

履
問
屋
・
下
り
下
駄
問
屋
・
下
り
傘
問

屋
・
線
香
問
屋
の
大
坂
屋
・
万
屋
と
奥

川
筋
船
積
問
屋
の
真
岡
屋
の
名
前
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
『
名
前
帳
』
に
問
屋
数

は
三
軒
で
、
住
吉
組
荒
物
問
屋
二
軒
と

其
の
他
一
軒
。『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』

に
は
太
物
・
綿
ネ
ル
商
の
村
松
甚
右
衛

門
、
菓
子
商
の
新
杵
屋
、
傘
履
物
商
の

宮
田
、
砂
糖
問
屋
の
三
河
屋
、
運
送
業

兼
旅
館
の
平
田
興
八
、
下
野
紡
績
㈱
の

名
前
が
見
え
ま
す
。

　

堀
江
町
四
丁
目
（
西
萬
河
岸
の
一
部

を
含
む
）
の
一
円
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、昭
和
八（
一

九
三
三
）
年
二
月
一
日
に
小
網
町
一
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
小
網
町
一
丁
目
（『
郷
土
室
だ
よ
り
』

第
１
５
８
号
の
「
末
広
河
岸
」
の
項
を

参
照
）
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◇
西
堀
留
川
（
伊
勢
町
堀
）

　

次
に
伊
勢
町
堀
に
つ
い
て
考
察
し
ま

す
。
こ
の
堀
は
、
日
本
橋
川
左
岸
、
堀

江
町
入
堀
の
西
側
に
あ
っ
た
入
堀
。
本

船
町
（
日
本
橋
本
町
一
丁
目
10
番
）
と

小
網
町
一
丁
目（
日
本
橋
小
網
町
19
番
）

の
間
か
ら
北
西
に
向
か
い
、
堀
留
町
一

丁
目
（
日
本
橋
本
町
二
丁
目
７
番
）
の

手
前
で
西
に
折
れ
て
室
町
三
丁
目
（
日

本
橋
本
町
二
丁
目
３
番
）
で
留
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
荒あ

和ら

布め

橋ば
し

、
中な
か

ノの

橋は
し

、

道ど
う
じ
ょ
う
ば
し

浄
橋
、
雲き
ら

母ず

橋ば
し

が
架
か
り
ま
す
。

　
『
東
京
府
志
料
』
に
「
海
運
橋
川
筋
に

続
き
て
日
本
橋
水
路
よ
り
北
へ
入
り
、

第
一
大
区
五
小
区
本
船
町
よ
り
伊
勢
町

道
浄
橋
に
至
り
て
西
折
し
、
瀬
戸
物
町

に
止
る
。
延
長
五
町
五
十
八
間
（
約
六

五
一
ｍ
）、
道
浄
橋
よ
り
西
は
六
間
（
約

一
一
ｍ
）
小
舟
を
通
す
」
と
あ
り
ま
す
。

舟
運
に
つ
い
て
は
、
舟ふ
な

筏い
か
だ「

傳
馬
船
三

艘
、
傳
馬
造
土
船
六
艘
、
傳
馬
造
茶
船

二
艘
、
茶
船
一
艘
、
高
瀬
船
一
艘
、
押お
し

送お
く
り

船ぶ
ね

十
艘
」
で
、
合
計
二
三
艘
。
荒
和

布
橋
、
中
ノ
橋
、
道
浄
橋
、
雲
母
橋
が

架
か
り
ま
す
。『
御
府
内
備
考
』
に
は

「
伊
勢
町
付
近
ま
で
の
入
堀
で
あ
る
こ

と
か
ら
呼
名
が
付
い
た
」と
あ
り
ま
す
。

　

伊
勢
町
堀
も
堀
江
町
入
堀
同
様
に
、

旧
石
神
井
川
の
河
口
部
で
し
た
が
、
慶

長
年
間
（
一
五
九
七
～
一
六
一
四
）
の

工
事
で
入
堀
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
入
堀
奥
の
堀
留
の
場
所
は
「
浮う
き

世よ

小
し
ょ
う
じ路

」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
先
に
は
通
と
お
り

町ち
ょ
う

筋す
じ

が
あ
り
、
堀
の
北
側
に
は
本
町
通
り

が
平
行
し
て
走
り
ま
す
。
こ
の
二
本
の

大
通
り
は
、
江
戸
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
で
、
伊
勢
町
堀
は
日
本
橋
商
業
地
域

の
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
舟
町
西
側
の
河
岸
は「
小
舟
河
岸
」

と
呼
ば
れ
、
江
戸
湊
の
中
心
的
な
荷
揚

場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
場
所
。
神
田
明

神
内
天て
ん

王の
う

三さ
ん

の
宮
の
祭
礼
に
は
、
小
舟

町
を
中
心
と
し
て
御
輿
を
廻
す
習
慣
が

あ
っ
た
程
で
す
。
堀
の
名
称
と
な
っ
た

「
伊
勢
町
」
の
町
名
は
、
伊
勢
か
ら
移
住

し
て
き
た
人
が
住
ん
だ
た
め
と
も
、
北

条
氏
政
の
弟
氏
村
が
小
田
原
滅
亡
の
後

に
出
家
し
、
伊
勢
氏
を
名
乗
っ
て
こ
こ

に
住
み
、
そ
の
子
の
善
次
郎
が
名
主
と

な
っ
た
こ
と
に
ち
な
む
、
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
寛
永
江
戸
図
』
に
水
路
の
東

側
に
「
あ
え
も
の
か
し
」
と
あ
り
、
堀

の
東
岸
に
「
米
河
岸
」、
西
岸
に
は
「
小

舟
河
岸
」・「
鰹
河
岸
」、
西
に
折
れ
た
堀

の
両
側
は
「
塩
河
岸
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
河
岸
地
に
は
、
乾
物
・
穀

物
を
中
心
に
全
国
か
ら
集
ま
る
物
資
が

荷
揚
げ
さ
れ
、
そ
れ
を
収
め
る
蔵
が
ぎ

っ
し
り
と
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
に
、
荒

布
橋
よ
り
中
ノ
橋
、
道
浄
橋
を
経
て
雲

母
橋
に
至
る
川
筋
（
伊
勢
町
堀
）
に
、

西
堀
留
川
と
正
式
名
称
が
付
き
ま
し

た
。

◇
水
路
の
一
部
が
埋
立

　

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
、
常

盤
小
学
校
が
学
校
の
管
理
・
維
持
を
図

る
た
め
に
伊
勢
町
・
瀬
戸
物
町
地
先
の

水
路
部
分
の
払
下
げ
（
無
償
）
を
受
け
、

川
敷
六
六
〇
坪
余
を
五
六
九
三
円
余
の

費
用
を
か
け
て
埋
め
立
て
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
、
両
河
岸
地
七
二
八
坪
余
を
八

七
〇
〇
円
余
で
払
い
下
げ
受
け
て
、
小

学
校
の
付
属
地
と
し
、
貸
地
料
を
徴
収

し
て
区
費
の
補
充
と
し
た
の
で
す
。
こ

の
事
業
に
係
る
費
用
一
四
四
〇
〇
円
余

は
、
す
べ
て
町
有
志
の
寄
付
に
依
る
も

の
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
西
堀
留
川
の

「
鍵
の
手
」
部
分
の
水
路
が
消
失
し
、
道

浄
橋
と
雲
母
橋
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
の
『
河

川
航
通
調
査
』
で
は
「
日
本
橋
区
堀
留

町
一
丁
目
よ
り
同
区
本
船
町
ま
で
、
延

長
二
〇
五
・
九
間
（
約
三
七
五
ｍ
）、
幅

員
最
広
一
九
・
五
間
（
約
三
五
・
四

ｍ
）・
最
狭
八
・
五
間
（
約
一
五
・
四

ｍ
）・
平
均
一
七
・
六
間
（
約
三
二
ｍ
）」

と
あ
り
ま
す
。

�

（
以
下
次
号
）

※
お
詫
び
と
訂
正

　
『
郷
土
室
だ
よ
り
』第
一
六
〇
号
の
五

ペ
ー
ジ
三
段
目
「
戦
炎
残
土
で
埋
立
」

の
項
、左
か
ら
五
行
目「
昭
和
二
二（
一

九
四
七
）
年
度
に
東
堀
留
川
の
残
り
の

水
路
を
埋
め
立
て
ま
し
た
。
工
事
の
着

工
は
…
同
年
八
月
三
一
日
に
竣
工
し
ま

し
た
。」
と
し
ま
し
た
が
、「
昭
和
二
二

（
一
九
四
七
）
年
度
」
は
『
昭
和
二
三

（
一
九
四
八
）
年
度
』、「
同
年
八
月
三
一

日
」
は
『
二
四
年
八
月
三
一
日
』
に
訂

正
し
ま
す
。
ま
た
六
ペ
ー
ジ
一
段
目
十

六
行
目
「
小
公
園
の
場
所
が
、
思
案
橋

の
跡
地
で
す
」
は
、『
小
公
園
「
地
先

の
」
場
所
』
の
誤
記
で
し
た
の
で
、
合

わ
せ
て
訂
正
し
ま
す
。

�

（
菅
原
健
二
）
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